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■１　住宅等におけるエネルギーの効率的な利用に資する技術開発
□２　住宅等に係る省資源、廃棄物削減に資する技術開発
□３　住宅等の安全性の向上性に資する技術開発

■技術開発の概要

総評

技術開発
経費の総額
（予定）

約　38.22　百万円
技術開発
の期間

平成 24 年度　～　26 年度

背景・目的

地球温暖化が叫ばれる中、グローバルな要求事項としてＣＯ２排出量の削減が求められている。
加えて震災後の電力供給体制に対し、電力消費そのものの削減と平準化が求められている。本技
術開発は、太陽エネルギーを効果的に活用し、冷暖房、給湯の消費エネルギーを削減するととも
に、夏冬日中の電力のピークカットを実現することを目的としている。

既存技術を意欲的に組み合せた技術開発であることは認められるが、開発内容が盛り沢
山で、全てを実現するには時間とコストを相当要することが予想される。開発内容を先
導性が高い住宅用小型デシカント換気技術に絞り込み、開発を行うべきである

（新規課題）

2
技術開発
課題名

電力ピークカット及び快適性向上に資する太陽熱を利用した住
宅向け調湿・除湿並びに低温床暖房システムの開発

事業者
株式会社ウッドビルド、株式会社ケー・アイ・エス、
岩前 篤(近畿大学 建築学部 学部長 教授 博士(工学))
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（２） システム評価
ツールの開発

平成26年度

（1） システム開発

項目
平成24年度 平成25年度

成果

まとめ

成果

まとめ

成果

まとめ
システム実証実験

システム製作

システム設計

シミュレーションプログラムチューニング

予備実験

システム調査・仕様策定

シミュレーションプログラム開発


